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猪熊弦―郎

柳澤 孝彦
日時 :1992年 12月 28日 (月曜日)

午後 2時 10分～ 3時 00分
場所 :猪熊弦一郎先生アトリエ

先生はお元気ですね。お元気の秘訣とい

うのを伺いたいです。

猪熊

いや、もう続かないかもしれんですよ。

まだ御飯もおいしいですから大丈夫です

けれども。僕の父が83歳で亡くなつてい

るのかな、母か72歳。

長寿の家系ですね。

ミキモトさんという真珠の王様がいたで

しよう。あのおじさんにお会いしに賢島

というところへ伺つたんです。そのとき

に私は幾つだつたかな、まだ70になつて

いなかつたんです。「猪熊さんいらつしゃ

い、いらつしゃいJとおじいさんか言わ

れて、お部屋に入つていつたら「猪熊さ

ん、80までは絶対生きなさいよJと言わ

れたんです。もう80なんかとつくにすん

じゃつた。(笑 )

そのときはなるほど80ま で生きるのか大

変だなと思つたんですよ。そしたらいつ

のまにか80過ぎちゃった。米寿までは平

気ですけれども、90と いうと大変ですよ。

90になつたかなと思うと何かこう嬉しく

ない。ちつとも嬉しくない。 (笑 )

きょうお伺いしましたのは声原義信先生

か会長をやつておられます建築美術工芸

協会の広報委員長を私仰せつかつており

ますものですから、来年の号に都市とり」

えば絵画とか彫亥」といったような題で私

たちが生活している現代の都市と芸術を

主題にした特集を組みたいと思つており

まして、それにはパブリックアートの先

駆者でいらっしゃいます先生にますお伺

いしたいと思つてまいりました。

先生のそういつたパブリックな部分での作

品で印象に残りますのは何といつても上

野の駅の大壁画「自由Jと いう題の作品

でしょうか。

対談「都市と芸術」シリーズ①

あれは本当に何もなかつたんですわ。材

料もありませんし、カンバスはもちろん

のことないし、絵の具が第一にこざいま

せんでしたから、無理して無理してでき

た絵ですね。最悪の場合の作品ですわ。

もうとっくになくなつてくれたほうかい

いぐらいの絵なんですけれともね。まだ

幸いに修理したり修復したり、掃除して

くださつたりするものだからまだ生き延

びていますけれども。絵自身があの当時

のみんなに元気づけてやろうというのが

目的でそういう題をつけて、あの辺の地

方の状態を描いたんですけれども。

あれは戦後まもなくでしたから非常に新

鮮な、そして何か勇気づけられる出来事

として印象深かつたことを想い出します。

あのころはかわいそうでした。戦災孤児

はみんなあそこら辺の角で靴を磨いてね。
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髪の毛は生えほうだいで顔は真つ黒にな

つて、何ともいえないひどい浮浪児みた

いなのがいつぱいいまして、地下道の階

段にそれぞれ自分の持ち場所があつて、

そこで毎日ムシロをかぶつて寝るんです

ね。ほかのやつか来ると自分の場所が取

られるということで大げんかなんです。

まるで野獣の生活みたいで、もう泥棒も

いましたし、汚い人がいつぱいあの駅を

占領していましてね。そういうときにあ

れをあそこに掛けたんですから、そのと

きは絵がすこくきれいに見えた。

そうですね。
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絵というものは上手とか下手とかを超え

て、これだけ新鮮な気持ちを人に与える

のかなというように自分でも感じました。

体でもつて自分で体験したものだからこ

ういうことはいいことだなと思いました

ね。 ]枚の絵を部屋で眺めるということ

も結構ですけれども、貧しい絵でも人が

見てこれだけ喜びを多くの人に与えると

いうことは、やつばり絵の一つの、また

別な意味の役目ではないかという感じを

そのとき自覚いたしましたね。

本当にはあれは絵というものの清々しい

遡及力を人々の心に亥Jみつけたと思いま

す。

あれはわかりやすく描きましたから、い

までもどなたでもわかりますけれども。

あのときはあまり難しい絵は描きたくな

かつたんですよ。

あれはどういう経縛で上野になつたかと

いうことは、よく存じ上げませんが、上

野という場所がまた非常に意味があつた

と思います。

上野というとこは非常に大衆的なところ

ですから気持ちがいいですね。

あれをちょうど描かれていたのが玉川の

工幣省だつたと― 。

そうですね。今の読売ランド・ Jできてい

る場所ですね。子供のエンジョイメント

の場所ですけれども、そこに工幣省廠含

があつたのです。前はニコンのレンズの

会社ですね。あれの 21」地を使つて工幣省

のオフイスだとか研究所にしまして、そ

の奥のところにレンズを磨く工場があつ

たんです。ガラスが ]枚もないようなそ

こを私は借り受けまして、それで仕事を

したんです。オフイスの方はイサム・ノ

グチがちょうど日本に来ていまして、三

越で昂初の個展のための作品をアトリエ

がわりに普通のルームの空いたところを

借りて、そこで大きな 「無」という作品

をつくっていましたね。

イサムは私のところへ泊まっていまして、

ここから一緒に出かけて行つたものです。

あれもちょつと不思議なこ縁でしたが、

それからすつかリノグチさんとはもう死

ぬまで付き合つていましたけれども。

|■■

そのころから猪熊先生も、イサム・ノグ

チ先生も絵や彫亥」というのをアトリエの

中だけということではなくて、建築とか

社会と共通する場に押し向けていく活動

力が顕著になっているのですね。
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イサムさんがやつばりそういう精神の人

ですね。ああいう壁画とかそれから庭を

つくるとかモニュメンタルなものをつく

る場合、外でやりますでしょ。そうする

とやつばり建築と生命を共にするものな

んですね。家が崩れると壁画も一緒に滅

びていくという、大げさに言えば同じ空

気を吸つて風雪にさらされるというか。

ですからイタリーのミラノにあるダ・ヴ

ィンチのキリストの晩餐の絵なんかもほ

とんど見えないけれども、それを大事に

して修復してやつとあれが顔かなという

ぐらいに、その場所にあることが意味が

あるんですね。やつぱり建築と一緒に生

きていくという感じですね。
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命を共にするというところに夢があるん

でしょうね。

それは普通の箱に入つてときどき出して

部屋で可愛がられる絵とはちよつと違い

ますものね。

社会の中に生きてこそ芸術の命というこ

とですね。

そうですね。一緒になつて絵も働いてい

るし、絵も呼吸を建築と一緒にしている

ということでしようね。
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先生は建築と命を共にする作品とかオブ

ジェとか、そういったものを随分その後

つくられているわけですけれども、上野

の壁画の制作を当時先生のところに依頼

された事は、あの戦後にしては非常なる

見識だつたと思うんですけれども。
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あれは単なるアフィッシュだと思います

ね。富伝のために僕は使われたかもしれ

ません。スポンサーは武田製薬だったん

です。それでないとああいうところにお

金を出す人がいない時代ですから、辛う

じて武田さんがお金を出されたと思いま

すね。それで駅の空間に何とかつけよう

というアイデアで始まつたことです。だ

から武田さんのお名前は出ていましたよ。

そうですか。私は全然矢口らなかつた。

(笑 )
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今は修復してからは時計の服部さんのお

名前が出ていますね。やっぱりお金が相

当かかりますからね。
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それにしては企業の成せる技という勾い

はありませんね。

そうですね。ありませんね。

人々にはパフリックアートとしての絵画

の命の遡及力のほうが圧lll的 に強かった

と思います。それはやつぱり先生の力の

成せる技だったと思いますけれども。

ああいうものはそれが出つ張つてもいけ

ないし、また引つ込んでもいけないもの

らしいですね。遠慮していけないし、建

築家を立てるために絵描きが引つ込んで

もいけないし、そこのところがああいう

仕事の大事なところじゃないんですかね。

ある意味では結果的に企業の文化活動の

一端というふうにもいえます。

そうかもしれませんね。

私は、変化の時代の中に、実に新鮮な印

象というものをあの壁画に強く持ちまし

た。
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あれは大きんですよ。今の読売ランドか

ら上野に持つてくるまでに鉄橋がこざい

ますね。その度にトラックから下ろした

んですよ。それでまた積みなから上野ま

で行つたのです。

あれは ]枚のもので持ってきたわけです

か 。
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どうしても三角で小さくすることができ

ない。真ん中中心の絵はパネルになつて

いますけれどもね。今から考えると随分

悠長なことができたなと思います。そん

なこと考えないで描いちゃっているから

こつちは。 (笑)今はもうたいてい陸橋
の高さなどはみんな知っていますからね。

建築の方に伺えばわかりますが、だれも

知らない時代で勝手に駅の高さだけ聞い

てやつたわけで、バネルの大きさを考え

てやればそんなことなかったんですけれ

どもね。そんな失敗をしまして (笑 )。
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そのときの 「自由Jというテーマは先生

のほうでお考えになつたのですか。

解放されたうれしい人間の、もっと楽な

気持ちの人が集まったらどんなに楽しい

かというのがもとで、そういう題になつ

たんですけれどもね。事実そういうもの

があの時代はほしかつたわけですね。

そのときから先生のテーマの中には人間

というのがずつと棲み続けている…。

そうですね。わかりやすく描きましたけ

れども。

今また最近の先生の作品には顔がずつと

描かれておりますが。

あの中に一人の子供が傘を持つて立つて

いるのは、一つの風雪とかそういうもの

に小さい子供も耐えたということをde―

co「 ati∨ eに描いたわけです。一番真ん

中に描いてある子供は傘をさしている。

あれは何かそういうものを時代的に受け

ている感じを描いたんですがね。

そういう社会状況に何かコミットすると

いう印象というのが、あの画面ではすこ

く強かつたというるヽうに思うんですね。

そう。あの時代はそうだつたかもしれな

いね。

例えば京都で東郷青児さんがアサヒ新聞

の壁画を描いたという例もありますが、

社会の状況と極めて密着しているという、

そういう切迫感とか、あるいはその裏返

しの解放感といつたものが湧き出ていた

のでしょうか。そういつた社会と密接し

たテーマが上野の壁画に非常に象徴され

ていたように思います。それからこれは

先生がパブリックアートに関心を示され

て活動されてきたことと関係深いのでし

ょうか。先生がヨーロッパヘ行く途中で

ニューヨークに立ち寄られて、そこにす

つととどまつてしまわれたというのは、

ニューヨークの湧き出すような都市性が

先生をとらえてしまったのでしようか。

今でも僕はときどき考えるんですけれど

も。行くときに偶然にもサンフランシス

コでシンシナティーのミュージアムに行

くというキュレーターと友達になりまし

て、アラン・シェナーという人ですが、

その方が君も夫婦で一緒に行こうという。

私は一人で行くので行つてくれると私も

にぎやかでいいし、ちよつと違つた道を

通ってアリソナを横断したいから、ミス

ター猪熊も一緒に行かないかJと、僕は

もう飛行機の t/」符で明日にでもニューヨ

ークヘ行けるようになつているのに、そ

れに乗り込んだわけですね。それで 5日

間というもの3~1/漠の何にもない地平線ば

つかり見ながらモテルに泊まつてサンタ

フェまで行つて、そこでお別れすること

になるんですけれども。

毎日見ていた水平線というものは、結局

神様がつくつたということがわかりまし

たね。それに人間が垂直線で挑戦してい

ることがニユーヨークにたどり着いて初

めてわかつたのです。水平線はネイチヤ

ーであって、科学的な垂直線というもの

は人間の知恵だというるヽうに考えたんで

すね。木も垂直に生えているけれども、

絶対垂直で立つているものはネイチヤー

にないですね。電信柱にしても何にして

もみんな垂直に地平線に直角に立とうと

する気持ちは人間だということがわかつ

たんですね。

そしてニューヨークに着いたらあの高さ

と大きさと、平面に対しての垂直線の美

しさというのがもう何とも言えない束J激

的だつたですね。本当僕はもうびつくり

しました。いきなり背の高いものを見ま

したでしょ。平面な砂漠ばつかりの何も

ないところを見ていた目に突然それです

から、大変な何倍かのショツクを受けた

わけですね。これはもうヨーロッパヘ行

くよりここで勉強したらいいなとそのと

き感じました。

それと街全体がフアイティグですよね。

非常に闘争的ですよね。何かやらなけれ

ばいかんというような意欲を持つていま

すね。人間に闘争心とかそれから競争心

とか、そういうものをあおりたてるよう

な要素をニューヨークは持つているんで

すよ。僕のような弱い男でもえらく元気

が出まして、その時私50幾つになつてい

るけれども、勉強し直したほうがいいん

じゃないかと思つたのはそのときですよ。

それでもうすつかりその気になつてしま

いまして、これは日本でぐすぐすいまま

でやってきたのは何をやつていたのだろ

うと思いましたら、もう一亥Jも早く自分

がどんなになつてもいいからそこについ

てもう一度勉強し直そうと思いました。

もう自分の歳のことも、ちょうど新制作

派協会をつくつたばかりで僕がいなけれ

ばいけない責任者であることにもかかわ

らず、もう人のことじやない自分がやり

直さなければいけない。ひだのとれた袴

みたいなもので、もういつぺんアイロン

をちゃんとかけなければいけないと思つ

たのです。それでお金がないんですから、

パリを回つて日本へ帰る旅費を払い戻し

てもらって、それから少し持っていたお

小遣いを寄せてとどまつたのが始めです

ね。それで20年いました。

もうそのときからニューヨークに住まわ

れたわけですね。

=4-



日本からお金を取り寄せたこともないし、

それだけのお金が元手で20年ずつといま

したが、そんなに貧乏もしませんでした

よ。絵は売れるようになるし、それで20

年の間にいろんな勉強をしました。苦労

もしましたけれども。

そうするとニューヨークに魅せられた先

生あって初めて今の作品があるというこ

とですね。とりわけ人工の象徴である垂

直線というようなものが、先生の絵を育

んできた。

もうそれは建築ですよ。建築が僕を動かし

たんだと思いますね。だからもう頭がく

しやくしゃするとミース・フォン・デル・

□―工のシーグラムビルディングの前に

座つていた。あの40階の建物をじつと見

て、このプロポーションの美しいのは何

だろうと思つて見ていま L/たね。両イ貝Jに

水だまりがあってその前にフロンズで建

つているあの40階の建物の空間の美しさ

と色。その堅固さとプロポーション、窓

の大きさといろんなものがもう完璧なん

ですよね。その前にレバー八ウスがあり

ますが、それと見比べてみるとやつぱり

ミースのものは素晴らしいんですね。絵

を描いてくたびれるとそこへ行つて、じ

い一っと座って見ていましたよね。あの

ビルがまだできるまえから行つていまし

たから。

僕が行つたときにちょうど近代美術館で

あのビルの展覧会があったのです。こう

いうものが建つという模型の展示があり

まして、そのときにオーストラリアのオ

ペラ八ウスの模型も出るし、それからイ

ンド大使館だったかな、何かそういうも

のの模型も一緒に出ていましたね。 3人

の展覧会だったのです。

これは楽しみだなと思つて、実物大にシ

ーグラムビルディングのコーナーが鏡を

使つてダーッと上から下を見ているよう

なディスプレイをしていたのですか、そ

れが実に新しくて自分が屋上へ登って下

を見たような感じなんですよ。実寸でホ

ールスケールみたいに見えるように鏡で

倍率を出しているのです。それでこれは

建ったらすこいなあと思つているうち建

つたわけでしょ。それからは毎日でも行

きたい。とにかくくたびれたり何かくし

ゃくしゃしたときはあれ/iじ い一つと座

つて見ていました。

ですから僕は建築のためにどれだけニュ

―ヨークで教わつたかわかりませんね。

だから建築家のお友達ができまして、僕

のところへ遊びに見えるようになつた頃

の I Mペイさんなんかはまだ貧乏でし
た。それからフィリップ 。ジ∃ンソンさ

んのところへもよく行きましたし、そう

いつた連中が友達でした。

もちろんミース・フォン・デル・ローエ

さんにもお会いしたわけですね。

ミースさんにはお会いしたことないんで

す。フィリップ・ジョンソンさんや I M
ペイさんですね。丹下さんをペイさんに

こ紹介したのは僕です。それからフィリ

ップ・ジョンソンさんもオフィスヘお連

れした。それからフランク・ロイド・ライ

Кにも僕は丹下さんをこ紹介したんです

よ。だから建築というものから私はいろ

んな勉強をさせていただいたですね。で

すから建築家ではありませんけれども、

絵も建築も彫亥Jも同じもので別に違つた

ものではないと考えています。同じもの

だと思います。

丹下さんをお連れしたときは一緒に表に

出たらライトさんがタクシーで降りてき

たのです。「ちようどよかった。丹下さん

をこ紹介します」とこ紹介した。それか

ら何週間かしてライトさんは亡くなつた

んですね。だからとつても不思議なんで

す。アラン・シェナーさんの車でアリソ

ナを訪ねたときには、タリアセンにライ

トさんは不在で、ライトさんにお会いす

るようになつたのです。

20世紀をつくった当時の巨匠の本当の全

盛時代に先生は倉」作の場をいつにされた

訳ですね。

本当に僕は幸運だつたと思います。いろ

んなそういう方とお付き合いができて。

実際にそういう方の作品に触れてね。だ

からその時代のいいものもほとんどその

まま静かに眺めることができましたね。

絵描きとしての目で見ていますから建築

家の目とはちょつと違うかもしれません

けれども、いろんな意味の勉強をしまし

た。

そういう建築とか都市というものと先生

の活動というものが一緒になつたという

ことですね。

僕はそういう点で普通の絵描きとちよっ

と違うかもしれません。ジャン・ミロー

の友達でバルセロナにミローのアトリエ

とミュージアムをつくつた建築家のセル

トさんという方がおります。あの方はボ

スにンにこ自分のお宅をつくつたのです。

そこに僕は何回も行つた。それはどうし

てかというと、僕はマリアン・ウイラー

ドという画廊に所属していましたが、そ

のマリアンさんがドイツから逃げてこら

れたセルトさんを匿つてあげた人なんで

す。それでまだボストンの大学でお教え

にならないときにマリアン・ウィラード

さんがカバーして、こ自分の地所にアト

リエを建てさせてそこにいたのです。

そんな関係で何回もお会いしていますし、

展覧会も絶えず僕の個展には来てくださ

るし、だから不思議なんですよ。僕はい

ろんな人に会っているんですよ。

そうですね。先生の言われるように建築

も絵画も彫亥Jも 時空をつくる一つのもの

ですね。

行く度にいろんなインテリアを見せても

らつたり、お部屋を見せてもらつたり、

こうなっているんだなといういろんなプ

ランニングを考えてみたり、インテリアに

置いてある家具だとかそういうもの中で

勉強させていただいたわけです。

先生は東京会館の壁画も、それから大き

な照明器具のデザインもなさつておられ

ますね。

東京会館の場合はニューヨークにいると

きでした。帰ったときに谷口さんのオフ

イスでデザインしまして……。

本当にそういう意味ではもう建築と一体

になつた創作ですね。

そうです。谷口さんがこつちにいらつし

ゃる、僕はそこで描いてましたから。

それから今度の丸亀の美術館ですが、あれ

も本当に先生の分身という感じですね。

いや、あれは本当に子供みたいな絵を描

きましたけれども。ああいう絵もあつて

いいと思いましたね。わざわざああいう

ふうに描いてみたんですけれども。

特に駅前に向かって発信している空間と

してパブリックな場に芸術的インパクト
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を放つている。

本当にああいう場所がとれたのはよかつ

たと思うんです。放つといたらお城の中

に立つはずだつたのです。あそこにはど

うかというお話があつたぐらいですから。

そうしたら駅の前にちょうど鉄道と市が

持つている材本が積んであつたりの汚い

ところがあつたのです。「そこだJと僕は

言つたわけですよ。やるんだつたらそこ

がいいと。駅の広場のところはアメリカ

の方がデザインしていましたけれども、

地下は必ずパーキングスペースにしてく

ださいと。あの狭いところに150台 ぐらい

入るのです。

いままで言われている美術館という枠を

超えた環境といつたものをつくりだして

いる。

そうですね。全部任されちゃつたから。

また向こうが何もおっしゃらないで僕の

好きなようにやりなさいと言われたもの

ですから、建築家を選ぶことからみんな

やりました。本当だつたらcompeti―

tio∩ か何かしないと市だとか市民に名

目がたたないわけなんですけれども。こ

れは猪熊さんがもう決めたんだというるヽ

うに通つてしまつたわけなんですね。(笑 )

非常に理想的な形だつたと思いますけれ

ども。

それでまた谷口さんも好きなようにやつ

たわけでしよ。だからちよつと普通のケ

ースではそういかないだろうと思うので

す。

やつぱり美術館を都市の中へ引きずり出

してきたという、非常にそういう印象が

強くていいと思いますね。そういう意味

でも先生の活動というのは常に建築とか

都市とか、そういうものと本当に一体に

なつてやつていらつしやる。

いまでも建築は好きです。ですから東京

にできたいろんなものは、新建築でも何

でも雑誌を見ています。「どうして猪熊さ

ん、そんなに建築をよく知つているんで

すかJと言われますが、「俺は勉強してい

るんだよ」とみんなに言うんですよ。(笑 )

ぼかんとしていないよと。僕は建築の絵

は幾枚でも見るのが楽しみなんだから、

いくらでも送つてくれということを言つ

ているのです。

いまでも建築が芸術の中で一番素晴らし

いと思つています。絵だの彫亥Jよ りもつ

と素晴らしいのは建築だと僕は言うので

す。だから建築家というものはコンダク

ターみたいで、あらゆる芸術家を自分で

コンダクトすることができる。それだけ

の力を持つているのは建築家で、建築家

は何でもわからなければ建築家ではない

と。ただ、家を建てることだけじゃない

よと僕は言うんですね。

建築家は一番いろんなことがわかってい

なければだめだよと僕は言うわけです。

第一にセンスがなければいかん。センス

がなかつたらもうゼロですから。美しい

ものがわからない目でどんな建築をやつ

てもいいものができるはすがないですか

ら、それが一番大事です。デリカシーが

なければいけない。simp icityか わか

らなければいかん。空間の美しさをわか

らなければいかん。そういうものはみん

なバランスがわからなければいかんでし

よ。全部大事なものを持つているのは建築

家ですよ。だから優れた建築家は必ずそ

‐
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れを持つていると僕は言うわけです。

先生の倉」作が絵という平面にとどまらず

に建築や立体的な空間にも発展して、そ

れが先生の彫亥」やオブジェをつくらせる

訳ですね。

彫亥」も同じ。

非常に興味のあるお話ですね。

それから最近よく先生の絵に顔が幾つも出

てくることをちょつとお伺いしたいと思

っておりまして。

いや、あれはもう消えるかもしれません。

家内が亡くなったショッキングですよ結

局。 4年前に家内が亡くなつてから翌年、

顔を描いた。何か出てきちやつたんです

ね。描き出したら家内の顔がどこかに出

てくるだろうと思つてはじめは描いてい

たんですけれども、なかなか出てこない

し、そのうちに今度顔自身が一つの造形

体に見えてきたわけです。

顔という画面の中に鼻だとか目とか眉

毛がどういう′6ヽうに散らばつているかと

みると、これは一つの絵なんです。顔

と思う概念的な名前で言えば顔だけれど

も、これは一つの構造体なんですね。だ

から今、僕は顔と思つていないんだ。構

造体であつて同じものは絶対描かないよ

うにと考えたら難しいですよ、やつぱり。

同じものを並べるのだつたら写真でいい

んですけれどもね。そうじゃない、絶対

に同じにならないように新しいものを考

えるともう行き詰まつてしまいますよ。

もう10も描いたらできませんもの。それを

どんどん続けてみるといつたら大変なこ

とです。今はもうそういう抽象形態とし

て顔を見ています。これは抽象形態の集

合ですから鼻自身をとっても、耳自身を

とっても、それは不思議な形ですからね。

これは見慣れているから鼻といつている

けれども、こんなおかしな格好はないで

すからね。

私の勝手な感じ方では、それは一種都市

の中の地図のような形で、次々に巡つて

いくようで、それにつれて次々に新しい

ものを発見していくといつたそういつた

構成が非常に楽しいと思つているのです

けれども。

それはみんな持つているものなんですね。

どんな絵描きでも。ただそれを捨てるか

それと関わりを持つかという差だけで出

てくる形なんです。かえつて偶発的なも

のですから、それを一つ認めてやるか認

てやらないかというのはそれはその人の

頭ですね。絵の中にはいろんな形がある

わけですからね。筆をおろしたらその筆

をおろしたものが一つの形ですから。そ

れを生かしてやるか、もう流してしまう

かはそれはその作家のタレントですね。

才能ですから。私はそれを逃がさないよ

うに何かにつかまえるわけです。それだ

けの差ですね。僕が偉いのでも何でもな

いんですよ。

一つのテーマとかその絵を見る人に押し

つけてくるのではなくて、見る人が非常

に楽しく自由に見れるという絵だと思い

ます。

偶発的なものを肯定するということです

ね。建築なんかに偶発的なものを肯定し

たら家は崩れますね。絵画はそれができ

るんです。

そうですね。その自由さがすばらしいん

ですね。

そうです。自由さです。そこに創造が生

まれるし、発見があるわけですね。これ

がなかつたらもうただの2+2に なつて
しまいますオ含。絵の場合は2+フ になつ

たり2+10になつたり11になつたりします。

そのおもしろさがありますね。それはど

うなるか作家は知らないですよ。そうい

うものが発見ですね。それをものに仕上

げるか仕上げないか。つまり理屈のあわ

ないものを実際のものに見せるという術

を知っていますから。意味のないものを

意味があるように見せる方法を知ってい

ます。それが絵描きだと思います。

そんなことで何とかかんとかやつていま

すけれども、いつまで才能が続きますか

ね。絵描きというのは本当にわがままの

骨頂ですから。建築でわがままの骨頂が

つく人は本当にすぐ首になるでしよう。

(笑 )

でもこの頃はだいぶわがままの骨頂の建

築もふえてきて困つているようなところ

がありますよ。 (笑 )

もう半分建築ができかかつたような、そ
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れでこれで仕上がっているなんていうの

をいつぱいつくるようになつたからおも

しろいなと思いますけれども。

奔放な自由さというものが絵画を創造す

るというのは、むしろ建築家としては非

常に興味深いところです。建築に携わつ

ている人間からいいますと、非常にその

自由さがうらやましいという′6ヽうに思つ

たりするわけですけれども。

本当にそうあつたらいいと思いますね。

最近ではありませんが、ニューヨークで

立体に Rライアングルを乗せたような昔

の商店の看板みたいなものを持つてきた

でしょ。あれなんかできたときには随分

わがままなもんだなと思いました。小さ

いものではよくありますよね。何十階も

の建築の上にこういうるヽうなのを乗せて

平気でいられるという神経ね。この神経

の太さというものはこれはもう大変な人

だなと思う。ミスが絶対できないでしよ。

あくまでも理詰めで害Jり 切らなければ気

のすまない人ではできないと思います。

だから絵描きの目で見るとそういうこと

がもっとも不思議なんですね。

それはまた、アメリカだからああいう神

経が特に許されるということもあるでし

ょうね。

ええ、わかるんですね。だから絵でもと

ってもばからしいものが通用しています。

そういうことは日本では育たないんです。

みんな理詰めで攻めていくものだから絵

描きは才能を持っていても消えてしまい

ますね。だから絵の場合はいろんなこと

をやらせてみたらいいと思うんです。

やつぱりそういう土壌というのでしょう

か。まだまだ本当の自由さというのは育

っていない。

遅れていますね。

そういつたたくましさはまだ日本にはな

いですね。

東ドイツなんかでも自分たちが抑圧され

ていて、それから出てきた現代作家の仕

事というのはおもしろいと思いますね。

そうするとやつぱリーつの活力というの

は、先生にとつて水平を見たあとの垂直

というものすこい感動があつたというよ

うに、一つの伏線とか、準備の期間とか

背景というものが次なる開花のスプリン

グボードとなる……。

まさにそうですね。

ですから、日本もある意味で安定ばかり

ではいいものというのはできないでしょ

うね。

そういうものばつかり追つかけているか

らでしようね。

大きなうねりが芸術の中にもなければい

けないということでしょうか。

だから今度、僕は丸亀の美術館の壁画も

好んでばからしい絵を描いてみたわけで

す。それが大きな画面になつたときに、

どういうふうに人に受け取られるかとい

うことをやってみましたら、みんなおも

しろいというのです。「何だ、こんな変な

絵を描いて」とは一言も言われなかつた

ですね。「おもしろいですね」「可愛いで

すね」と、もうこつちのほうが意外で、

プロポーションでも何でも全部離れたや

り方をしたわけです。そういうことに人

間というのはわりあい大胆なんですね。

アーティストか心配しているだけなんで

す。受け取るほうはもつと大きいんです

ね。そういうことを考えました。だから

建築でもよつぽど思い切つたことをやつ

ても民衆はあまり驚かないんですよ。

受け入れる寛大さというのがあるわけで

すね。

そうそう。見る人のほうはずつと気持ち

が大きいと思いましたね。だからアーテ

ィストはもっとのびのび仕事をしていい

んだなという自信を得ましたね。

お話を聞いておりますと、先生の作品の

非常に機微に富んだニュアンスと同時に

持ち合わせております気宇の大きさとい

うのでしようか。そういつたものが何か

よくわかるような気がいたします。

ですから今度の丸亀の美術館のスケール

は谷□さん自身が大きいスケールを持つ

ていらつしゃるのですが、私はそういう

こと初めから望みましたね。simplici

ty結構、そのほか見えないところに谷口

さんは随分お金をかけています。簡単に

見せるのに、ものすこく気を使っている

んですよ。壁なんかの色でも気に入らな

いと何回も景」がして塗り替えさせたりね。

あの方はすこいですね。

建築というのは試作ができなくて、一発

勝負ですからね。一つできたらそれがす

つと永遠の命を持つわけですから。

そういう意味の良心的なものといいます

か。そういうものがすこくある人ですね。

ペイさんのルーブルのトライアングルに

しても、あそこまで納得させたというの

はえらいと思うんですよ。三角のピラミ

ットをあそこに置くということは大変な

みんな違和感があつて、反対があるはず

ですよね。それを踏み切つてあそこへつ

くり上げてみせたら、「ああ、よかつたJ

ということになるんでしょ。つくるまで

はみんなけんかですよね。

これを説得するということは大変な力だ

と僕は思いますね。

でもやってみたら「ああ、建ってよかっ

た。おもしろい」と、コントラストで古

い宮殿のもつているものと違つた新しい

世界がそこに現出するんだから、フレッ

シュな感覚をあの空間に与ええることが

できるとは、まさか-12の人はだれも考

えなかつた。やつてみせて「どうだいJ

と、ペイさんは言つたと思うんですよ。

素晴らしいですね。

ああいうこと自体がもうすでに勇気です

よ。大きな勇気がなかつたら僕はできな

いと思いますね。

あれは現代のテクノロジーがつくり出す

視覚透明性のその向こうに伝統的なルー

ブルの姿がそのまま疎外なく見えるとい

う、非常に素晴らしいコンセプトが顕わ

されていますね。

苦通の人は全然あわないと思いますよ。

ところが行つてみたらピシャッとあって

いる。お互いがまたよく見えてきれいに

なつた。ルーブルのいままでの古い建物

もよく見えるしね。

そうですね。そういう意味では新しい風

景をあそこにつくりだしているというこ

とが言えますね。
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新しい文化をあそこに現出させたという

偉さですね。それが建築家は神様みたい

なものでできるんですね。丸亀の駅なん

かも何でもない材本を置く汚いところだ

つた。ところがあれが建つて人間が喜ぶ

空間があそこに生まれたということです。

ポンピドー・センターもそうでしょ。魚

市だとか何か臭くて気持ちの悪いあのノ

ートルダムの少し行つたいやなところで

すよ。それがあれができたら人間がワン

サワンサ行つて喜ぶじゃありませんか。

建築家の力つて偉大ですよ。それが本当

の建築だと思うんですね。人に喜びをあ

れだけ与えればどんなスタイルでも僕は

おもしろいと思うね。

いろいろと興味の尽きない話をしていた

だきましたが、先生の何か新しい計画の

ようなのがおありでしたらそれを伺えま

すか。

今のところそういう考えは持つていませ

んけれども。僕の絵はこれからどういう

ふうに変わってどうなつていくんだろう

ということは、ときどき考えていますね。

どういう方向とどういうふうに自分かな

ろうとしているのか。それを自分でも考

えて夜寝られないことがありますね。も

う仕事のことは絶対に寝ては考えないこ

とにしているんですけれどもね。考える

ともう目が覚めてしまつて仕事をどうい

うる、うに、自分だけでなくて世界全体の

動き方ですね。

今は最低の絵描きでもできるようなこと

にまでなつてしまつていますからね。こ

れをもう一度再考するのがいいのか。放

つたらかしておいたほうがいいのか。こ

れは非常に今大事な難しい時代にさしか

かつていると思いますね。どつちかとい

うと本来の仕事でないもののほうへ向い

ていますからね。それが本当/~Jのか。ま

た、もういっぺん絵を描くということが

主になったものが残つたほうがいいのか。

それでどうなるんだろうかということを

ときどき考えざるを得ないですね。

そうすると絵画の意味そのものみたいな

ものが、現代の中でどういうふうに存在

するかというようなことを考えるという

ことですね。

それと今の僕も建築と一緒に生活すると

いうことが本当に楽しいのかどうかね。

これがお互いに競争し出したら大変な毒

同士がおるようなことにもなるしね。両

方とも生き物ですからこれがうまく調和

してくれるということは妥協するという

ことだし、妥協しなければこれはけんか

ですから。それがどういうる、うにおさま

っていくものか。片方はゴージャスにな

つていくのに片方は実に貧弱なものにな

つていつてしまつていくような感じもす

るし、難しいと思いますね。

また、モニュメンタルな彫刻ができると

すればそれは膨大なもの。金属でつくつ

たとすると建築より立派になつてはこれ

また困るんだね。そこのところね。立体

として一つのものに溶け込んだときに美

が生まれるのか、片方をやつつけてこっ

ちがそびえ立つたほうかいいのか。そう

いうことがこれからの課題のように思い

ますね。それをお互いに約束して、おま

えはそんなにしないでこれぐらいで止め

ておいてくれと言うわけにいかないです

から、それをどういうる、うに軌道に乗せ

るといつたら悪いけれども、一つの空間

の中にお互いに仲良く住まわせるという

こと。こういうことも一つの問題になっ

てくるように思いますね。

それでなかつたら山へ行つて本を切つて、

そこら辺のはり金を曲げてそれでこれは

私の作品だと威張つている人もいつぱい

いますからね。本当いうとそういものに

なりかかつているんですよ。だから早く

言えばアマチユアでもできることになっ

ている。しかし、アートというものはア

マチュア芸術ではないんです。それは非常

に研ぎ澄ましたものだと思います。そん

な偶発的なことだけで、素人のできるも

のではないのです。建築でも同じだと思

います。

そういう意味では、特に今の社会の中に

建築のみならず絵画も彫亥Jも、またそれ

を作る人の手の広さも非常な大きな力を

それぞれに持ち始めているということな

んでしょうかね。

それでまた何でもただ目新しいだけで拍手

するのではない時代ね。そういうものが

僕はほしいと思います。本当のものとい

―10-

うのがわかる人がほしいと思います。

そうですね。今非常に新奇性みたいなも

のだけが流行つているという場面も多分

にありますからね。

そうです。それではいけないと思います。

そういう基準がちゃんとしていないとい

いものは生まれない。

どうもありがとうこざいました。

次々に湧き出る様に続く先生の話を打切

るのは誠に残念だった。やさしい人間へ

のまなざし、買ぬかれる真摯な姿勢、旺

盛な倉J造意欲― ―
―

芸術家というものの魂を観ることができ

た感ell的な一時であつた。(柳澤)

~~~~=ア
■ヽ

この対談は大塚オーミ陶業l141の協力を得て行わ

れました。



コンフォートスタイリスト

坂 本 菜 子
坂本菜子コンフォートスタイリンク研究所

東京都世田谷区松原31811
TEL 03 33P2 14‖

「コンフォートスタイリスКJと して、

トイレをはじめとする生活空間の1央適さ

を考えてきましたが、いま私が最も関心

をもっているテーマのひとつが高齢化社

会への対応です。数年前から始まつた「ト

イレ見直しブームJに よって公園や駅、

デパート、オフィスなどさまざまな場所

でトイレのりニューアルが相次ぎました。

しかし、依然として立遅れているのが、

病院や高齢者施設の環境整備。日本人の

5人に 1人が高齢者になる21世紀を目前

にして、避けて通れない課題です。

私は今年 2月 「医療施設デザインに関

する日米含同会議」に参lJOす るためアメ

リカを訪ね、水まわりを中心に各地の病

院やヘルスケア施設、高齢者施設を視察

しました。

この旅で印象的だったのは、高齢者施

設でのシエア (人生の先輩という意味で

高齢者のことをこう呼ぶ)たちの生活らヽ

りでした。下の写真は、テキサス州にあ

る中級レベルの施設「へヽ/ALDEN RE
丁 I Rttl・ 7ENtt COl・ /MUNITYJ。

驚かされたのは、入居者たちの若々しさ。

ピンクやブルーのウェアに身を包み、誰

もが実にお洒落です。気の合つた仲間を

招いてのホームパーティも盛んで、部屋

を美しく飾ることに関しても、すこぶる

熱心。入□のドアには思い思いの飾りつ

けが施され、室内では、あふれるほどの

家族の写真や思い出の品々が住む人の歴

史を物語っています。

これは、バスルームも同様。設備的に

は決して豪華ではないのですか、小物使

いや演出のセンスに個性が感じられます。

タオルにシャワーカーテンを展室のベッ

ドカバーと同じ色や柄でコーディネート

したり、洗面台には小さな額に入れた写

真や花を飾ったり。ドアのフックにさり

げなく掛けられた色鮮やかなバスロープ

さえもインテリアのスパイスになつてい

るという具合。いくつになつても自己表

現を忘れず、人生を前向きに楽しもうと

する意欲が、バスルームという小さな空

間にも満ちているようでした。

― ll一

時代の華―輪

老いの美学はパスルームにも
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魃鰤瘍魃靡魃魃
'93石川・金沢シンポジウムのお知らせ

テいマ :「景観めυL」

●日時 :1993年 5月 20日困
正午開場

シンポジウム 午後 ]時より午後 4時
懇親パーティ 午後 5時より

●場所 :石川県 金沢市文化ホール
(石川県金沢市高岡町15-l TEL 076 23-1211)

入場無料 (但 し先着800名 )

●記念講演 : 文化庁長宮 内田弘保

事務局

社団法人日本建築美術工芸協会事務局

TEL 03-3457-7998

(東京都港区芝5-26-20建 築会館6階 )

●シンポジウム :

テーマ「景観と文化」

パネラー (50音順)

上原 恵美 (滋賀県政策監)
榮久庵憲司 (イ ンダストリアルデザイナー)

小堀 為雄 (金沢大学工学部教授 )
高階 秀爾 (国立西洋美術館館長)
芳賀  徹 (国際日本文化研究センター教授 )
蓮田修吾郎 (金属造型家)

(司会)内丼 昭蔵 (建築家 。AACA副 会長 )
●懇親パーティ :

シンポジウム終了後 (5時予定)当文化ホールにお
いて、懇親パーティを開催いたします。御参加下さい。

石川県担当窓□

石川県土本部建築住宅課 TEL 0762 23 1211

主旨

石川県の金沢は加賀四百年の歴史と伝統

のもとで、個性あるヽれる美術や伝統工芸

を生み出し、独特の文化を発展させてま

いりました。その加賀文化は、日本海、

能登半島などの自然環境に恵まれた風土

と人により熟成されたものであります。

また、金沢市は城下町として変化に富ん

だ地形や緑を生かし、多くの歴史的建造

物や町並みも保存され、それらが近代建

築と調和を保ち、美しい景観を形成し、

今日に到つております。このように文化

の香り高い美しい町は、日本の都市の中

でも屈指のものであります。金沢はこれ

からの文化と景観のあり方に多くの示唆

を与えるものと考えられます。

この金沢において 憬 観と文化Jについ

てシンポジウムを開くことはまことに意

議のあることと存じます。

今回のテーマ 憬 観と文イヒJと 巾のある

とりあげ方をいたしましたが、別にテー

マにとらわれることなく、御自由に御発

言願いたいと存じます。

例えば多くの芸術を育くんだ金沢の景観、

風土の問題、歴史的景観と保存の問題、

新しい都市化と景観の問題など、多角的

に 憬 観と文化」を講じていただくこと

になつています。

発行 :建異日本建築美術工芸協会

Phone 03-3457-7998

Fax   03-3457-1598

〒108  東京都港区芝52620

建築会館6F

振替 :東京 1365005

編集 :(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

柳澤孝彦(委員長)、 宇津野和俊(副委員長)

大多了介、坂上みつ子、崎山小夜子

高部多恵子、玉見 満、冨田俊男

製作協力 :欄SP建材エージェンシー

」2-



壁 (アルミ オプティックフレア塗装 )
階段手摺 (スチール アクリルウレタン樹脂塗装 )

成田山書道美術館

建設場所 千葉県成田市
設計監理 一級建築士事務所

小杉建築研究所

小杉英男

施  工 鹿島建設1/Al

バルコニーパネル (アルミキヤスト アクリルシリコーン樹脂塗装 )
竪格子 (アルミ アクリルウレタン樹脂塗装 )

《聞旧要X臥
菊 りll工 業 株 式 会 社 〒 ЮO東螂 劉 区剰 レ十 Ю TEL03 3“← 323
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C)大
塚 オ ー ミ 陶 業 株 式 会 社

東京/〒101東京都千代田区神田司glJ2 9 T[L03(3294)1388

大阪/〒540大阪市中央区大手通3 2 21 TEL 06(943)6695

【営業品目】●美術陽板◆建築博板●テラコツタ 0写真陶板
●サイン、デザイン陶板●肖象陶板



壁 (アルミ オプティックフレア塗装)
階段手摺 (スチール アクリルウレタン樹脂塗装)

成田山書道美術館

建設場所 千葉県成田市
設計監理 一級建築士事務所

小杉建築研究所

小杉英男

施  工 鹿島建設欄

バルコニーパネル(アルミキヤスト アクリルシリコーン樹脂塗装)
竪格子 (アルミ アクリルウレタン樹脂塗装)

K聞旧要X臥
菊川工業株式会社 〒80東螂劉区剰レ十Ю TEL03 3“←323
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